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れまでの研究によれば，結品 papain 以外の蛋白分解酵素は， すべて細胞集団の分散に無効である
といわれている。しかし trypsin， pancea tin, elastase による細胞集団の分散を種々の条件下におい
て試みたところ， これらの酵素は 2 ・ 3-dimercapto-1 ・propano1 (BAL) と O.15M NaCl の存在下
において有効となることがわかった。分散は細胞集団が接触する寒天培地の KCl および NaCl 濃
度が高い程，容易に行なわれる。分散の機構は移動体を構成するアメーパの表面に存在する細胞間物
質の溶解にもとづく。 BAL は細胞聞物質の s-s 結合を還元することにより酵素分解を誘起すると
思われる。また， NaCl は細胞間物質中の蛋白質の水和を高めることによってその酵素分解を容易に
していると考えられる。 Pronase はさらに強力な分散作用を示し，反応液中に NaCl の存在を必要
としない。同様な条件下で， Papain, ficin ， α-amylase も分散に有効である。 ただし， α-amylase
による分散効果は蛋自分解酵素に比べて弱い。乙れに反して， hyaluronidase, lipase, lysozyme は
















て形成された細胞集団を人為的に再び遊離細胞に分散することが重要である D 従来結晶 papain 以外
の蛋白分解酵素は，細胞集団の分散にすべて無効であるといわれていたが，著者は 2.3-dimerca pto-
1-propanol (BAL) と 0.15 M NaCl の存在下において， trypsin, pancrea tin, elastase が細胞集
団を分散させうることを示したc pronase-P はさらに強力な分散作用をもち NaCl の存在を必要と
- 49 ー
しない。同様な条件下で papain, ficin， α-amylase も分散に有効である。 乙れに反して hyalu­
ronidase, lipase, lysozyme は分散に無効であるO これらの事実は， 細胞間結合物質が蛋白質を主
体とし， S-S 結合が細胞接着に重要な働きをしていることを示唆している。以上薮野君の研究は，
細胞表面の底質に対する付着性と細胞聞の接着性に関する未解決の諸問題に対し適切な材料と方法に
よって重要な新知見を与えたもので発生生理学上寄与するところが多い。よって同君の論文は理学博
士の学位論文として十分の価値あるものと認める。
